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荷
送
人
の
危
険
物

の
通
知
義
務
規
定

を
新
設

　
第
１
部
で
は
、
東
京
海
上

日
動
総
合
営
業
第
二
部
貨
物

海
外
課
の
伊
藤
文
平
課
長
代

理
が
「
国
際
輸
送
に
お
い
て

顕
在
化
し
て
き
て
い
る
リ
ス

ク
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

重
量
の
確
定
義
務
、
危
険
物

の
申
告
義
務
、
輸
送
の
完
遂

義
務
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
解

説
し
た
。

　
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
条
約
の
改
正

に
よ
っ
て
、
荷
送
人
は
、
規

定
さ
れ
た
方
法
で
輸
出
コ
ン

テ
ナ
の
総
重
量
の
計
測
・
確

定
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
る
。
計
測
・
確
定
さ
れ

た
コ
ン
テ
ナ
総
重
量
は
船

長
、
ま
た
は
そ
の
代
理
人
に

報
告
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、

荷
送
人
か
ら
の
コ
ン
テ
ナ
総

重
量
の
情
報

提
供
が
な
い

場
合
に
は
船

積
禁
止
と
な

る
。
国
交
省

は
「
危
険
物

船
舶
運
送
及

び
貯
蔵
規

則
」
と
「
特

殊
貨
物
船
舶

運
送
規
則
」

を
一
部
改
正

し
、
コ
ン
テ

ナ
貨
物
の
計

量
方
法
お
よ

び
総
重
量
の

確
定
方
法
を
定
め
た
。
ま

た
、
一
般
に
Ｂ
／
Ｌ
上
に
お

い
て
は
、
荷
主
の
運
送
人
に

対
す
る
貨
物
重
量
の
事
前
通

告
義
務
が
あ
り
、
違
反
に
際

し
て
の
荷
主
の
損
害
賠
償
義

務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
伊
藤
氏
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ

条
約
改
正
法
令
の
抑
え
る
べ

き
10
項
目
と
し
て
、
①
関
係

法
令
②
重
量
確
定
は
荷
送
人

の
責
任
③
対
象
コ
ン
テ
ナ
④

重
量
確
定
方
法

⑤
船
社
や
コ
ン

テ
ナ
ヤ
ー
ド
責

任
者
へ
の
確
定

重
量
伝
達
方
法
⑥
船
社
や
コ

ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
責
任
者
の
義

務
⑦
荷
送
人
自
ら
重
量
確
定

す
る
場
合
の
国
交
省
へ
の
届

出
方
法
⑧
荷
送
人
か
ら
委
託

を
受
け
て
重
量
確
定
す
る
事

業
者
の
登
録
方
法
⑨
国
交
省

に
よ
る
監
査
や
罰
則
⑩
主
要

諸
外
国
に
お
け
る
国
内
法
化

の
現
状
―
を
挙
げ
、
こ
の
う

ち
、
④
、
⑥
、
⑨
が
保
険
会

社
か
ら
見
て
特
に
重
要
な
項

目
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
条
約
改
正
に

関
す
る
ま
と
め
で
は
、
荷
送

人
に
は
今
後
、
コ
ン
テ
ナ
総

重
量
通
知
の
漏
れ
や
規
定
の

計
測
条
件
を
充
足
し
て
い
な

い
こ
と
な
ど
で
船
積
み
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
の
費
用
（
臨

時
保
管
費
用
、
返
送
費

用
）
、
船
舶
に
積
載
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
遅
延
に

伴
う
発
生
費
用
（
代
替
品
急

送
費
用
等
）
と
い
っ
た
コ
ン

テ
ナ
の
船
積
禁
止
に
よ
る
費

用
損
害
と
、
コ
ン
テ
ナ
重
量

の
誤
り
等
に
起
因
し
て
荷
崩

れ
等
の
事
故
が
発
生
し
た
場

合
の
他
人
の
財
物
の
損
害
ま

た
は
身
体
の
障
害
に
対
す
る

損
害
賠
償
責
任
の
発
生
が
想

定
さ
れ
る
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
危
険
物
の
荷
送

人
の
義
務
に
つ
い
て
、
危
険

物
運
送
に
関
す
る
国
際
的
な

規
則
と
国
内
法
の
内
容
を
解

説
し
た
上
で
、
大
手
船
会
社

コ
ン
テ
ナ
船
火
災
事
件
の
判

決
の
意
義
・
注
目
点
に
つ
い

て
「
現
代
の
法
制
・
海
運
実

務
の
下
で
の
危
険
物
運
送
に

関
わ
る
荷
送
人
の
義
務
（
危

険
物
分
類
・
表
示
義
務
）
違

反
に
基
づ
く
不
法
行
為
を
認

め
て
い
る
。
よ
っ
て
、
荷
送

人
で
あ
る
商
社
は
、
メ
ー
カ

ー
の
申
告
を
う
の
み
に
す
る

こ
と
な
く
、
独
自
に
危
険
性

評
価
試
験
の
結
果
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
商
社

の
輸
出
実
務
へ
の
影
響
が
想

定
さ
れ
る
」
と
話
し
た
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
危
険
物

運
送
に
関
す
る
荷
送
人
の
責

任
が
厳
格
化
す
る
流
れ
の
中

で
、
２
０
１
６
年
10
月
に

「
商
法
及
び
国
際
海
上
物
品

運
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
」
が
閣
議
決
定
さ
れ

た
と
し
、
「
現
行
法
で
は
、

危
険
物
に
つ
い
て
の
通
知
義

務
に
関
す
る
規
定
は
な
い

が
、
改
正
法
案
で
は
、
荷
送

人
に
危
険
物
に
つ
い
て
の
通

知
義
務
が
あ
る
旨
の
規
定
を

新
設
し
、
立
証
責
任
を
荷
送

人
に
転
換
す
る
」
と
説
明
。

荷
送
人
に
は
、
貨
物
の
分
類

上
の
誤
り
や
危
険
品
の
申
告

漏
れ
な
ど
に
起
因
し
て
、
高

温
と
な
る
場
所
に
積
ま
れ
る

な
ど
危
険
物
が
正
し
く
積
み

付
け
さ
れ
ず
、
化
学
反
応
な

ど
を
起
こ
し
、
他
者
に
損
害

を
与
え
た
場
合
、
船
体
（
船

主
）
に
対
す
る
責
任
や
他
の

貨
物
（
荷
主
）
に
対
す
る
申

告
上
の
過
失
に
よ
る
賠
償
責

任
が
発
生
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
と
述
べ
た
。
加
え

て
、
貨
物
の
特
性
に
応
じ
た

梱
包
、
所
要
の
コ
ン
テ
ナ
種

類
や
輸
送
手
段
の
選
択
な
ど

適
切
な
方
法
が
採
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
、
貨

物
が
輸
送
中
に
変
質
な
ど
を

起
こ
し
、
他
者
に
損
害
を
与

え
た
場
合
、
船
体
（
船
主
）

や
他
の
貨
物
（
荷
主
）
に
対

し
て
不
適
切
な
輸
送
に
よ
る

賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

る
と
指
摘
し
た
。

　
輸
送
の
完
遂
義
務
に
つ
い

て
は
、
大
手
海
運
会
社
の
再

建
手
続
き
を
例
示
し
て
、
仕

向
地
へ
の
貨
物
輸
送
完
遂
責

任
を
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
が
把
握

し
て
備
え
る
必
要
が
あ
る
と

の
考
え
を
示
し
た
。

賠
償
金
が
非
常
に

高
額
に
な
る
可
能

性　
第
２
部
で
は
、
東
京
海
上

日
動
総
合
営
業
第
二
部
貨
物

海
外
課
の
村
山
進
午
担
当
課

長
が
、
第
１
部
の
内
容
を
踏

ま
え
て
、
「
顕
在
化
リ
ス
ク

へ
の
対
応
と
イ
ン
コ
タ
ー
ム

ズ
」
を
テ
ー
マ
に
保
険
が
対

応
し
て
い
る
リ
ス
ク
、
国
際

輸
送
に
お
け
る
リ
ス
ク
と
保

険
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し

た
。

　「
国
際
輸
送
に
お
け
る
第

三
者
に
対
す
る
賠
償
責
任

を
、
過
失
が
あ
っ
た
荷
主
、

フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
な
ど
が
負
う

と
い
う
ル
ー
ル
づ
く
り
が
進

ん
で
お
り
、
そ
の
賠
償
金
は

非
常
に
高
額
に

な
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
述
べ

た
上
で
、
財

物
、
賠
償
責
任
、
費
用
・
利

益
に
関
わ
る
リ
ス
ク
を
例
示

し
、
対
応
す
る
保
険
に
つ
い

て
説
明
。
「
輸
送
中
に
自
ら

の
貨
物
が
盗
難
に
遭
う
な
ど

の
財
物
に
関
す
る
リ
ス
ク
、

預
か
っ
た
貨
物
の
破
損
な
ど

の
賠
償
責
任
リ
ス
ク
に
加

え
、
第
三
者
へ
の
賠
償
責
任

と
、
重
量
の
申
告
手
続
き
を

誤
っ
て
積
み
戻
し
費
用
が
発

生
し
た
と
き
な
ど
の
追
加
費

用
の
リ
ス
ク
も
認
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し

た
。

　
次
に
、
貨
物
の
輸
送
中

（
積
み
込
み
・
荷
卸
し
作
業

中
を
含
む
）
に
当
該
貨
物
が

起
こ
し
た
事
故
等
に
よ
っ

て
、
他
の
荷
主
等
の
第
三
者

や
運
送
人
の
財
物
に
損
害
を

与
え
た
場
合
、
も
し
く
は
身

体
に
障
害
を
与
え
た
場
合
に

荷
主
が
負
う
運
送
契
約
上
お

よ
び
法
律
上
の
責
任
を
カ
バ

ー
す
る
「C

arg
o O
w
n
e

r's E
rrors &

 O
m
issi

on
s L
iability In

su
ra

n
ce

」
を
紹
介
し
、
「
自
社

が
負
っ
て
い
る
責
任
を
理
解

し
、
見
落
と
さ
れ
が
ち
な
運

送
人
に
対
す
る
賠
償
責
任
を

保
険
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
か

否
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
強
調
し
た
。

　
さ
ら
に
、
誤
申
告
や
申
告

漏
れ
で
貨
物
の
引
き
取
り
が

拒
否
さ
れ
た
際
に
発
生
す
る

各
種
費
用
に
つ
い
て
カ
バ
ー

す
る
特
約
「E

x
tra E

x
p

en
se for E

rrors an
d 

O
m
ission

s

」
に
つ
い

て
、
貨
物
の
返
送
に
掛
か
る

運
賃
や
各
種
費
用
、
貨
物
の

輸
送
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
代
替
品
を
急
送
す
る
た
め

に
掛
か
る
運
賃
や
各
種
費

用
、
貨
物
の
荷
積
み
や
荷
卸

し
に
掛
か
る
費
用
、
再
梱
包

費
用
、
保
管
費
用
な
ど
を
補

償
す
る
と
説
明
し
た
。

　
最
後
に
、
あ
ら
た
め
て

「
ど
の
よ
う
な
保
険
を
手
配

す
べ
き
か
」
の
前
に
、
ま
ず

は
「
自
ら
が
ど
の
よ
う
な
リ

ス
ク
を
抱
え
て
い
る
か
を
認

識
す
る
こ
と
」
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
た
。

参加者は熱心に聴講した

　
東
京
海
上
日
動
と
イ
ン
タ
ー
リ
ン
ク
は
７
月
10
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の

東
京
海
上
日
動
本
店
新
館
で
「
国
際
輸
送
リ
ス
ク
と
そ
の
対
応
～
荷
主
と
運

送
人
の
関
係
～
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ

条
約
と
商
法
の
改
正
等
で
荷
主
や
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
の
責
任
が
厳
格
化
し
、

「
荷
主
が
運
送
人
か
ら
賠
償
請
求
を
受
け
る
」
「
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
が
Ｍ
ａ
ｓ

ｔ
ｅ
ｒ
Ｂ
／
Ｌ
の
荷
主
責
任
を
問
わ
れ
る
」
と
い
っ
た
事
例
が
出
て
き
て
い

る
中
、
リ
ス
ク
管
理
の
プ
ロ
で
あ
る
保
険
会
社
の
目
線
か
ら
最
新
情
報
を
提

供
。
「
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
も
、
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｂ
／
Ｌ
上
の
荷
主
で
あ
る
と
い

う
認
識
を
持
っ
た
上
で
、
あ
ら
た
め
て
自
ら
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
明
確
化
す

る
こ
と
が
重
要
に
な
る
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

伊藤氏村山氏

国
際
輸
送
リ
ス
ク
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー

リ
ス
ク
負
担
の
明
確
化
が
重
要

運
送
人
へ
の
賠
償
責
任
カ
バ
ー
の
確
認
を

東京海上日動・インターリンク


